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■社
會
主
義
的
天
.才
シ
ャ
ル
ル
.
•
•フ
ー
リ
エ
が「

フ
T
ラ
ン
ジ
ュ
k

現
の
念
願
を
資
金
提
供
著
の
萬.一
の
出
現
に
賭
け
て
、
遂
に
成
ら 

ず
、
空
'し

く

劁

噪

と

困

處

：と
；
孤

獨

と

_
芝
.の
_

に
六
十
有
五
歲
の
坐
涯
を
パ
リ
に
閉
じ

て

以
來
、
本
年
は
丁
度
百
牢に
な
る
。
彼
は
！
 

七
七
ニ
年
四
月
七'日
.ブ
：サ
シ
；ゾ
シ
に
生
れ
：

ハ
リ
に
死
：ん
だ0摩

1ゾ
/\
ま

違

+
月
十
日
で
ぁ
つ
た0
フ
丨
リH

は
バ
ブ
丨
フ
の
如
く 

何
等
:0
謀
叛
を
も
煽
_
し
な
か
:0
た
0
彼
は「

人
生
.
0全
旺
盛
期
を
出
來
る̂

^
最
ネ
創
造
的
祀
;'
寶
祜
動
的
に
過
：ご
せ

」

と
い
ふ 

サ
：ン.».
シ
ー
モ̂

の
.訓
.に
-'
1
>
,は
ず
、
：
叉
彼
の
如
く
所
謂

「

お
偉
い
人」

^.
坐
涯
^
も
送
：$
な
か
.
.つ
气
ー
彼
 ̂

H

ン
の
如
く 

大
慈
善
家
占
し
て
ぬ
名̂

^
博
せ
ず
、
又
彼
の
如
ぐ
諸
生
侯
に
謁
見
を
脇
钵
る
之
と
^
な
か
つ
^
”
ヵ
べ
エ
の
如
く
ィ
ヵ
认
ャ
共
郛
國 

の
建
設
に
ア
メ
V
.力
.に
も
渡
ら
な
か
つ
た
。
一
ス
ッ
サ
ル..の'如
く
胃
險
的
の
生
涯->
劇

怖

匁

最

期

：
に

:J
:
つ
て
世
人
^
眩
惑
ぶ
せ
る
こ.
、
；
c
i 

な
か
つ
た
o(

.更
ぬ
マ
.ル
ク
ス
の
如
ぐ
ィ
ン
タ
ア
デ
シ
ョ
ナ
ル
：の
、首
領
で
き
へ
：な
か
つ
：た

*9
#

^
机
ど
こ
ろ
か
、：：彼
は
凡
そ
考
へ
得
る
.限
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暴
て
最
詈
平
々
凡
々
念
性
涯
を
I

た
。
.フr

リII

■

涯
f

な
か
富
タ
，S

#
.
て
パ 

に
ク.r-

リ
■ェ

を

訪

隹

:-
^
零

：つ
■た
o
'麽

1

為

き

邊

"ぇ
、
‘.漸

く

韻

翁

.て
_

碟

は

せ
、

'
墓
碑
面
海
ま
れ
た
有
名

な
.La

 s
s
e

 .dlstribue les h
a
r
m
l
e
.

 Les attractions sont I
p
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r
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n
e
u
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s

 a
u
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d
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n
m
e
s
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の
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蒸
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.當
ズ
璉
ル
ル
•
力
々
ッ
.キ
ィ
-は
そ
.の
著f

ヵ
ル
ル
、
マ
ル
ク
ス;<
o
經
濟
學
說』

の
胃
頭
に
M

g
'A
;l
>

J
シ
シ
グ
め
：v
'.
y
v 

:

『

響

ク

a
.
1ブ
.シ

厂

ッ
.ク
を
褒
め
ー
な
い
も
め.
.が
*
る
.
"で
あ
.ら
ぅ
：か
:0
:.う 

.

ぅ
：
；
'
一併

：

4

着

f

售

湯

t

ぅ

考

^

-

-
吾

等

漱

遽

め

ら

，

、

事

尠

く

，
.
'
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へ
.
：
.
.

.
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:.
:
,
.

L 

讀
ま
る
冬
こ
と
の
多
き
を
望
む

』

と
い
ふ
言
葉
を
引
用
し
て
、.
マ
ル
ク
ス
の
.名
の
徒
に
持
_

^

 

.

そ
の
著
作
の
.餘
り
I

ま
れ
ず
、
理
？

ら
れ
ざ
る
•こ
と
を
歎 

じ
た
こ
と
が
こ
の
歎
き
は
獨
り
マ
ル
ク
ス
に
就
て
の
み
で
な
く
、
更
に
一
層
適
切
に
フ
ー
リH

に
就
て
も
言
へ
る
。
フ
丨
リ
工 

を
想
起
す
每
に
此
感
が
深
.

s

o

,

:i
.

-:
(•

事
實
、
？
丨
リH:

は
褒
め
ら
る
^
ど
こ
ろ
か
、
世
人
の
嘲
笑
と
冷
罵
を
浴
び
た
o
;嘲
罵
と
冷
笑
と
は
强
ち
フ
ー

リ
エ
に
汲
ら
ず
、
I
. 

そ
肩
て
の
社
會
思
想
家
に
免
か
权
難
ぎ
嚴
命
と
し
‘て
敢
：て

異

ゼ

泰̂
風

り

だ

い

ギ

ー

フ

ー
.リ
€

に

不

當

の

嘲

：笑
.と
冷
篤
I

s
#.
'
に
樅
^

剩
ベ
飯
人
視
^

&
れ
て
世
ゼ
若
つ
.た
。
而
し
で
是
等
o:
非
齔
キ
彼
の
諸
作
ト
渉
獵
味
讀 

し

て

體

系

の

V M
心
を
把
輝
::
^
る
一
：卿

勞

を

取

ら

ず
”
屢

.
/
/
引

用

せ

ら

る

、

r

海
水
は
變
じ
て
方
モ
ナ
1
ド
と
な
り
、
黑
人
は
a
色
と
匕 

L

有
益
な
る
動
物
は
有
害
な
る
動
物
に
化
し
て
人
間
を
海
陸y

運
搬
す
る
で
あ
ら
う』

の
如
き
類
ひ
の
片
言
雙
句
を
竝
し
來
•つ
て
、
皮

.の
全
豹
文
斷
ぜ
^

す̂

^
が
如
:̂
輕
擧
に
*
來
す
る
も

の
で
.あ
つ
：て
、
寧
ろ
却
て
緋
誇
者'^
身
の
不
學
と
不
迦
解
と
を
暴
露
す
る
も
の 

で

:$
>
る
。
例
へ
-ば

1-
'
|
3̂ヾ

ゃ̂
^
.の
細
く
奇
墙
な
る
片|ー
ロ
隻
句
を
拾
綴
し
て
フ
：1リ
エ
(6
力
：リ
カ
チ
A
ア
を
作
る
事
は
願
る
容
易 

で
あ
る
。
然
ら
ば
何
故
に
讀
ま
れ
サ”
理
解
^
れ
龙
い
か
。
へ-
方
、に
於
て
、
彼.の
.著
作
は
浩
瀚
^
渉
獵
が
容
渴
.で
な
く
、
他
方
に
於
て 

は
、
倍
屈
聲
牙
、
殊
に
彼

P

囀
の
.造
語
は
讀
者
を
辟
易
せ
し
ぬ
、.加
ふ
る
に
講
想
頗
る
雄
偉
に
，
U
:で
、
，特
異
と
變
化
に
富
み
、
人
を
し 

て

袭

心

を

捕

艰

す
.る
比
困
難
1
も
し
め
:^
0
'會
ャ
ル
^
_ジ
ー
ド
は
嘗
て
彼
の
著
作
を
評
し
て

『

事
賀
^
等
の
尨
大
：な
る
書
物
を
一
見

す
る
と
、
自
次
も
無
け
れ
ばT
附
も
連
續
し
て
.居
ら
t
.
>
•
或
頁
は
論
旨
半
に
し.：て
突
然
に
說
明
が
變
.
、
而
も
其
頁
は
恰
も
植
字
エ

...
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1

ス
に
入
て
ゐ
々
活
字
を
悉
く
ぶ̂
ま
け
た
か
0
如
く
見
ぇ
、
：
又
^
や
¥
の
：学
が
紛
れ
も
な
く
サ
ラ̂

X

ド
踊
を
や
つ
て
ゐ 

.る
や
^
に
眞
は
道
立
し
裁
は
橫
倒
れ.に
^
り
：或
は
遨
ま
に
な0
て
ゐ
..る0
總
て
斯
檬
な
も
：の
：は
極
め
て
架
空
的
な
時
代
に
書
か
れ
た
妖
• 

'術
者
の
抱
法
書
：の
洳
き
脚
像
を*
へ
ヾ
る』

G
l
.
V
.

と言
. ：

つ
：て
ゐ
る
の
.は
聊
か
誇
張
め
.嫌
は
あ
.る
が
>
ll
t
等
の
胄
畠
の1

班
を
傅
ふ
る
も
の
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■
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あ
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,
マ
ル
ク
ス
が
.自
ら
の
社
會
主
義
：に
、®

的̂」

の
名
を
冠
し
、
爾
餘
の.社
畲
主
_
を
.：1
般

に「

空

想

的

」

-<
?
:
呼

ん

だ

事

は

遍

く

人

の

細

る
 

所
で
あ
る
が
、
分
け
.て
冬
フ
ー
リH

は
空
想
的
社
會
主
義
の
曲
型
の
如.く
着
做
さ
れ
て
ゐ
る
。

.

此「

空
想
的」

散
る
言
葉
に
は
其
本
来
の. 

意
味
の
外
に
、.か
く
指
稱
す
る
人
の
獨
蕃
的
、
排
他
的̂
侮
蔑
的
意
味
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
P
.

「

空
想
的」

は

「

㈣
罾 

的」

に
#
し
夫
々
TH
反
翼
に
立
つ
と
解
せ
ら
る
、
が
故
に
、
マ
ル
ク
ス
は

「

科
學
的」

の
名
に
ょ
つ
て動

//

見
す
れ
社
過
當
の：

評
價
.を
受

け
、
.之
，
に

反

し

て

所
_
空
想
的
社
會
主
義
者
は

C,

空
想
‘的
の
名
に
.ょ
つ
て
.そ
れ
丈
け
不
當
に
低
評
價
せ
ら
れ
終
る
の
本

.•
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-
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て
ゐ
る
。

フ
ー
リ
エ
の
如
き
は
斯
種

「

被
{
$者」

の
最
な
る
-%
の
で
あ
る
0
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•

、，減
程

フ

-1
[1
;
!
は̂
稀
に
見
る
逞
し
身
想
像
カ
％
持
：主
ヤ
あ
：つ
令
0
/;
0
そ
の
木
羈
放
膽
な
る
想
像
カ
の
赴
く
所
？
文
；字
通
り
天
馬
空
を
行
. 

:<
の
慨
.龙
-:
$
>り
、
シ
ャ
ル
ル
•
ジ
ー
ド
の
如
き
は
彼
*:
エ
；ド
ガ
ア
_
ア
ラ
シ
、.ポ
^
に

比

し

て

ゐ

る;;
0

し

か

し

之

は

固

ょ

办

彼

の

全

插

で

は 

ぬ
^

^
面
ヒ
は
そ
れ
丈
け
冷
徹
、
深
刻
且
：つ
勝
利
:^
る
現
實
的
認
識
の
；嚴
存
せ
る
事
實
を
看
過
し
-1
:
は
な
ら
.ぬ
'0
,否
、；
茲
に
こ
そ
彼 

Q

m骨
頭

は

洛

袪

す

る

外

，自

ら

の

；

_
會
主
#
を

料̂
學
的」

と
誇
稱
し
、
；：他
を「

空
想
的」

.:<
*
:呼
ん
だ
例
は
、
.何
^
マ
^
ク
：ス
，
に

始

ま

る

も 

9
で
.
は

為
,<
'
-、
賓
は
フ.

1
'.
y
'
u其
人
が
手
始
め
で
：あ
.る
。
フ
ー
リH

は
自
已
6
體
系
に
空
想
を
導
人
す
る
：こ
，と
を
極
カ
#
戒
す
る
0
彼 

に
ょ
れ
ば
.、
，
自

起

ル

邏

風

は
;«
濟
な
.
.2
>
:»
摩
啲
|1
*
;
^
:
廣
も
噴
潑
的
：な
名
も
:0
.の
^
测
の
上
ゼ
基
':
<

:'
0
彼
は
自
說
七
姻
め
て
科
學
的
の
，
 

も
の
i
思
雄
し
：、.：之
を
嚴f
科
擧
0
冲
に
加」

へ
'る
。
，
屬

は

遍

職

主

義

：に

例

は

.る

 

>
事
な
洽
キ
ぅ
勸
.浩
^

退
嬰
的
革
新
を
說
く
铒
學
苕 

及
び
他
の
社
#
主
義
體
系——

共
産
主
義
、
オ
ゥ
エ
ン
主
義
、
サ
ン
•
シ
モ
シ
主
義——

を
痛
烈
：に
批
評
し
た
が
、
彼
に
ょ
れ
ば
是
等
の 

攤
添
：

硿
顧
患
_
に
濟
顧
1>
.、
，煉
金
術
が
北
學
か
ら
遠
く
逬
遲
獮
が
星
：學
洳
ら
遠
く
、.'魔
術
亦
物
酒
靡
か
ら
灕
れ
て
ゐ
る
が
如 

く

,'
眞

正

の

科

學

が

ら

遠

べ

離

办

亡

ゐ

.:
?
>も

：
の̂
杏

る
0
.
:
フ
ー
.リ

キ

に

次

い

セ>「

空

想
^

F
ン
ヤ
あ
つ
た
o
'次
い
で
始
め
'て
•
ル
；ク
ス
が
來
る
。：̂
ル
クX,

が
自
說
を
1科
^
^
.

」

'<
!
:
.
呼
び
爾
他
を「

空
想
的
-1
_と
呼
.ん
だ
0
は
言
は 

ば
、
：
フ
：り
リ•
•"
;

ブ
ル
ー
ドン

. ！
！：

故
智
.を
學
ん
龙
の
で
あ
る
。.法
ま
^

..
フ
，1
リ
i
の
所
謂「

溶
猶
納
し
社
會
生_
が
必
か
し
1
へ「

空
想 

的」

に

徘

ざ

：
る

事

恰

も

，
マ

ル

)

ク
义
，̂

科
學
的
.

」

社
會
主
義
：に
少
な
か
も
ざ
る
空
想
的
者
が
含
ま
れ
弋
カ
る
：亦

そ

ヤ

.

す

^
,
v
. 

- 

 ̂

,:
 ̂

^
v
v 
パ
.，：

ベ 
ノ
ノ：
' 

.

. 

' 

.
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濟
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特
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硯
實
姻
認
識
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崔
と
©
利
4
を
思
は
し
む
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,兔

.0

.想
教
經
稿
秕
會
0
批
判
的
分
析
で
あ

る
。
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フ
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現

往
0
社

會

關
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銳

さ
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智
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を
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批

評
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わ
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中
論
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茧
命
論
は
夙.に
マ
ル
ク
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ェ
ン
：ゲ
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.：を
»
猶
せ
し
む
る
o
;而
も
此
事
が
★
'
ル
：ク
；ス
'を
去
ゐ
數
十
年
以
前
の
事
と
思

(

ば
黯
徽
の
外
は
な
い
。
；商
業
批
判
は
彼
0
獨

壇
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で

ぁ

り

、
：
婦

人

間

題
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他
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追

隨.を

許

さ

な
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史
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つ
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ゐ
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i
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を
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す
.る
附
會
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卞
1
リ
立
の
最
大
の
點
は
社
#
史
觀
で
あ
^
。
彼
.は
今
日
^
の
社
*
の
■全
.過
程
を
蒙
脉
時
代
、
脚
蠻
時
代
、
家
長
時
代
及
今
日
の
所
謂 

プ

日

，ヮ
_

:
芄
相
當
，
る：文明
：

ふ
四
つ
の

^
展

：i

fe
分

け

そ

、
次
の
，
こ
：

.と

を

論

證:^
て

ゐ

る

。

即

^
-
文

明

社

會

は

野 

i

竹

に

於

て.單
純
に
行
は
れ
て
居
■

種
の
1

1

雜

^

的
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に
作
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は
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猸
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を
以
て
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即
ち
自
ら
絕
へ
^

渐
允
生
^

出

し

咋

：ら

遂

に

克

服
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姆
な
い
所
の
.：矛
盾
を
以
て
運
.動

す

る

こ

と

、

從

て

文

明

.は 

常

に
, '
.
、自

分

が

，

達

せ

ん

と

欲

し

て

ゐ

る

又

は

.到

達

.せ

ん

と

欲

し

て

f

*

り

を

し

て

'ゐ

る

所
( P

も
.の
の
反
對
に
到
達
す
と
い
ん
事
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で

, ^

石
:0

か
く
^

て
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へ
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文
明
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代
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於
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は
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_
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そ
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す
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斯

く
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.
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卞
ザ
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ゲ
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艿
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：
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；
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總
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す
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し
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'
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の

將
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も

適

用

す

る

o 
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ト
が
，地
球
の
究
極
的
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滅
と
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ふ
考
へ
を
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然
科
.
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導
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せ
：し
と
.同
様
.に
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フ
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リ
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全
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滅
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史
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ク
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エ
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ゲ
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な
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へ
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ゐ
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マ
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ク
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の
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は
擧
っ
て
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な
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が
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シ
デ
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ン
そ
通
じ
て
之
を
識
つ
た
で
あ
ら
ぅ
事
は
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易
に
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さ
れ
る
。
更
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八
四
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年
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チ
タ
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社
會
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茲
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す
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し
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つ
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の
領
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に
於
て
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す
る
最
良
の
も
の
で
あ
り
*
最
も
天
才
的
食
る
觀
察
を
藏
し
て
ゐ
る

」

と
言
は
れ
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ゐ
る
。1

八
四
艽
年
マ
ル
ク
ス
は

H

ン
ゲ
ル
ス
及
へ
ツ
ス
と
共
に

「

第
十
八
世
以
降
の
フ
ラ
ン
ス
及
イ
ギ
リ
ス
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#
主
義
並
に
共
産
主
義 
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に

關

す

る

.
叢

書

出

版

の
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有

し

ブ

オ
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，
ロ
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フ

ー
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ゴ

ト
ゥ
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オ
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エ
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リ
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又
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.
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叢
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れ
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マ
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フ
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隨
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る
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前
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著
作
の
外
殊
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ツ
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瓦
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縛
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又
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^
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m
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a
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I
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S
u
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o
u
v
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r
e
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新

聞

、
：：雜

誌

：の
論

文

.
：
^
^
^
 ̂

パ

：
.

.
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ゝ
フ
ー
リ
エ
は
初
め
次
の
雜
誌
に
寄
稿
し
た
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s
m
D
a
r
t
i
a
i

 de 

B
;̂
:
:
a
n
»o
§

尚

ほ
B
b
^
l
--
S
篆re. p

a
:
R
6
f
o
r
m
e

 i

*&ustrieHevLa. p
h
a
l
a
n
g
e

に
は
殆
ん
ど
毎
號
寄
稿.u
vて
、ゐ
た
。
寄
稿
論
文
の
題
目
は
效
に

雀
略
す
る
0
;此
外
に
朱
刊
の
原
稿->
沙
數
の
通
信
が
あ
る。
。

'

:

.

1

A

四一
;丨

J

八
四
五
部
に
：全
冊
六
卷
の
全
集
、〇

e
.
u
v
l
;
e
s

 

c
o
m
p
l

芽s

 

d

e

^

.-?
u
r
ぎ

が

出

版

さ

れ

た

が

、
本
全
集
は 

表
顧
の
©
す
が
如
き
*

彼
の
全
著
作
を
網
.羅
し
た
も
の
で
は
な
い
o

第
一
卷
はH

M
O
I
;
i
e
.

 

d
e
s
.

 

.

q

m.f
r
-介m

o
u
v
e
m
e
n
t
s
，

第1
1

卷
丨
第
丑
.
 

卷
は 

T
h
6
o
r
i
e

 

d
e

 T
u
n
i
t

 

ゆ
 

u
n
i
v
e
r
s
e
l
l
e

' 

第
六
卷
は 

N
o
u
v
e
a
u

 

m

o'a
e 

i

- au
s
t
r
l
e
l

.as
o
c
s
a
i
r
e

 

と
^

り
、
別
項
こ
鳴
げ
た
其
也

■

屢

は

S

さ
れ
て
.居

焉

ト

:

フ
..1
.リ
エ
パ
の
著
作
選
集
に
は
種
々
あ
る
：
o
先
づ
一
八
九
0
年
、

:^
1
マ
シ
書
房
か
ら.
'
,

Petite coliecHpn des;

w>c

.B;omistes
ミ 

の
1
#と
し
て
刊
行
さ
.れ
:^
タ
ャ

ル
^

^
;1
ド
&
讓
の
、
:0
名
-'
<
5
^
8
0
1
1
0
1

».
6

^
:|
:
擧
げ
ね
ば
な
ら
ぬ0
ジ
|
ド
が
7

丨
リ
土
2>

體
系
、
 

中
協
同
姐
合
思
想10
熱
心
な
る
信
奉
者
で
あ.る
事
は
入
(0
.旣
に
知
^
所
.で
あ
名
0

_
長
文
の
：宇
文
は
タ
：丨
リ
ゼ
硏
究
者
必
讃
の
文
字
、 

で
あ
る
。
.同
書
の
第
二
.版
は
；

一

九
三
ニ
年
；
.nhal:les 

Fourier, 

Pages choisies'

.-
と
改
題
し
て
.シ
レ
ィ
書
房
よ
り
出
版
せ
ら
れ
たo
' 

ジ

^
-
ド

の

序

文

六

左

頁

丨

ー

ブ

^

ス
ト̂

ニ
ブ
賀̂
あ
る
。
新
版
は
ジ
ー
ド
ル
序
文
に
僅
少の
變
吏
が
加
へ
ら
れ
たる
.
の
み
で
フ
ー
リ
エ 

の
.
キ
ス
ト
に
は
何
等
の
變
化;?
>
な
ポ
o
.協
同
組
合
思
想
に0
み
重
心
を
置
い
た.た
め
か
，
ジ
ー
ド
の
解
說
は
新
味̂
生
彩
に
乏
し
い
。 

次
い
で I

l
u
b
e
r
t
w
o
u
r
g
i
n
s
*

の
小
冊
子
！
，'̂S8

i
a

 
ぼ 

soci

sraire. 

Extraits, 

des 

oeuvres, 

c
o
m
p
s
e
s
，

1
9
0
3
, 

2
0
0

 

p
， 

(Bibliosqlie sociaHste 

N
,
1
8
,
1
9
)

が
あ
る
。
編
者
ブ
ー
ル
ジ
ャ
ン
は*
*.^oulliel;; 

contribution 

妒rmtude d
u

 socialisme 

f
l
:
a
l
-*
1
9
0
5
;,
:
爸

！}
.
;
.
の
.著
者
と
し
て
フ
1

1
研
究
の
.樅
威
者
で
あ
る
::
0

.

.
•

c
h
^
¥
.
^
o
u
r
i
e
l
:
;
D
e
r

 

E
 

J
 

T
h
u
r
o
w
. 

Basel, 

1
9
2tr
l 

2
1
6

 

seiteM，

本
書
は 

s pioniere 

u
.y
d T

tre

.oI;etikeI; 

des 

Genossensnhaftswe

.wens^

の
第
一
ニ
卷
と
し
て
出
版
さ
れ
た
も
の
で 

T
h
l
^
.
Q
.

協
同
組
合
思
想
.を
中
心
.と
し
：て
觀
た
三
三
頁
の
序
文
と
、
約

エ

，の
テ
キ
：ス
ト
の
：獨
逸
譯
が
あ
る
。
序 

r

>

^

y

i

 

九
九
'-(

：ニ

'负
九
-°



: 

K
'

ル 

v

y

i」—

€
フ

畫 

' 

' 

1

0

0

 

: 

c

r

l

Q

〇
>

'
文
、の.

來
屉
：

^

#

ゐ
文
献
目
兴
は
便
利
.で

あ

る

ダ

： 

■

-;
-
'
:
F
o
s
e
r
:

タ.par 

言

:1932, (
R
g
f
o
r
m
a
t
e
u
r
s
s
o
c
i
a
u
^
:

本
瞽
は『

社
會
改
戾
家
叢
s

の
；

I
.

卷
'と

し

て

ポ

ア

ソ

ン

の

蹁

幂

レ

た̂

:の
.で
同

孩

の.ご
1ー
裒
の
序
文
と
：
フ
ィ
リ
：
エ
の

.テ
^

•

,

.

.

.
 

.

.

.

-
 

•

.
^

^
と
-^
て
|
寸
變
て
ゐ
る
も
の
は
；
；>
.
,
1
^
1
0
&
&
;
.
^

0
1
1
ユ
^et le 

sociaus

'se 

1
9
3
3

こ
で
あ
る
。
本
#
は
選
集
と
言
ふ
ょ
り 

も
寧
ろ
パ
^

?
ッ
シ
，
チ

の

硏

究

に

.フ

ー

リ

：
H
CO
ダ
キ
ス
ト
を
附
錄
と
し
た
 

パ
ン
ロ
ッ 

^
テ
は
リ
ィ
ル
大
學
名
譽
敎
授
其
他
學
界
の
榮
職
に
あ
る
人
、
.彼
は
本
書
で
ラ
：丨
リ
土
と
社
會
主
義
殊
に
マ
：ル
ク
：シ
ズ
ム
と
：

0
關
係
.を 

.
;取
裁
认
、'フ
.丨
U
エ
、の
テ
キ
：ス
ト
め
外
に
マ
ル
ク
ス
の

r

共
：產
黨
宣
.言」

の
、—*
部
を
も
テ
：キK

ト

.i
し
て
：附
加
し
■て
ゐ
る
o
.全
頁
一
九
.五
。

:か

;̂
<
'觀
.る
士
.フ
ン1
,
4干
の
，
選

集

も

中

々

#
べ
な
.い
事
が
分
る
::
0
:
.
:
,
.
-

べ

-

、
. 

.

'.
,
■
.

,

s

^
 

i 

•

.

.

. 

.

. 

/
ぐ 

•'「

フ
1
リ
エ
し
著
作
選
集
と
し
て.最
も
新
し
い
.も
の
'は
兹
に
紹
介
す
る
 F. A

r
m
a
n
d

 et： R
,

 M
a
u
b
l
a
n
c
; courier 

2

 vols. Paris, 

1937, (
：

w.0 dalislne et 

c
u
l
t
p
x
e
.
-

.ooll
!n>ctioll p

u
b
s
e
s
o
u
s

 la 

d
i
r
e
c
t
i
o
n
^
G
e
o
r
g
e
s

 

F
r
i
e
d
m
a
n
n
y 

で
あ
る
。
褊
者
の
ニ
 

人 

ア
^
>

v氏
-に
つ
い
て
は
筆
者
は
唯

1

九一

ー
九
年 R

e
y
u
e

 dKstoire economique. et soclale 

に
寄
せ
た
^P.-J, P

ro
d
u
h
o
n et 

l
e
'
F
x
m

-ar
i
s
m
e
"

な
る
論
文
0
.筆
者
と
し
て
以
外
に
は
知
る
所
が
な
い0
右
論
文
は
七
〇
頁
に
宜
る
長
篇
で
、
ブ
ル
ー
ド
ン
と
フ
ー 

ッ
エ
に
對
す
る
.非
凡
な
.る
造
謂
女
琢
す
も:0
土
し
.て
、
筆
者
は
豫
セ
注
目
し.て
ゐ
た
。
フ
ー
リ'土
選
集
編
註
，の
好
適
任
者
を
得
た
と
い
へ 

や
ぅ
。
編
註
者
の
他
の-—
*人
モ
ー
ブ
ラ
ン
と
は
如㈣
な
る
人
物
で
あ
る
か
。.彼
は
フ
ラ
シ
ス
„に
於
け
る
新
進
の
唯
物
論
！
！：學
者
で
あ
り
、 

新 
ロ
、

V

ヤ
•
サ
ー
.ク
ル
'科
學
委
員
會(la commission scientifique d

u
 

Cercle de la Russie N
s
v
e
)

，
の

一

員

と

し

て

同

#

の

出 

■版
物
r
、
，
A 

la.'lumilre d
u

 

|

沒

§
6
バ
.
'
.
の
第
.ー
部
に「

哲
學
と
技
術」

な
る
論
文
を
寄
稿
し
又
近
く「

社
會
、午
：義
と
文
化」

叢
書
の
一

隱

冊
と
し
で
！*

エ
ル
ヴH

シ
ネ
ーK

J

を
公
刊
す
る
と
い
ふ
。
■モ
ー
ズ
ラ
ン
の
立
場
が
大
體
コ
ム
ミ
' 

ュ'
一
一
ろ
ト
办
そ
れ
に
近
い
事
が
窺
は
れ 

る
"。：

本
選
集
は
上
記
雨
.氏
の
_

_

に
よ
り
、
^

フ
リ
I

ドV

シ
 ̂

一
 

部
と
し
て
最
近
刊
行 

さ
れ
た
も
の
で
、
上
、、下
一
雨
、
第
1

卷
、
-.
1

六
四
寅
、
：第
ニ
卷
同
じ
く
一
:
ー
六
四
« !

か』

麥

$

第
1

翁
に
は
兩
編
者
の
ニ
百
命
员
に 

苴
る
長
文
^

解
說
序
文
が
附
せ
ら
れ
、
從
：て
フ
I

すr

の
.テ
一
キ
ス
ト
は
第
一
卷
第
一
一
卷
合
：せ
そ
約
一
一
一'百
-一一

」

十
餘
頁
.に
瓦
る
譯
で
ぁ
る
。

_

に
述
ベ
た
る
.が
如
き
南
！I

W

の
：閱
歷
、
傾
向
よ
以
し
て
本
選
集
刊
行
0

意
圖
淤
那
邊
に
# -

す
；る
か
.又
.そ
の
：解
說
の
內
容
が
如
何
な 

る
^)
.
:の
で
.ぁ
：る
か
、
吏k

.

ブ
t

u

'

H

.を
如
何
.に
■現
代
社
會
の
焦
點
.に
含
せ
や
ぅ
と
す
.る
：か
略
之
：そ
の
：見
當
が
つ
く
と
思
ふ
。 

» 

疏
者
ば
、
體
系
を
育
成
し
た
物
賢
的
# :

景
0

©

要
性
を
忘
れ
ず
、
先
づ
.
-*

七
八
九
年
：よ
り
1
,な 

情
勢
0

敍
述
に
：§
^

起
し
：次
.い
で
フ
ー
ジ
ギ
の
生
涯
を
略
述
し
、

^
^
^
^

つS

へ
て*

描
し

1

終
り
に
ス1

リ
本
の
現
代
的
價
値
、
即
ち
彼

0

體

系

ー

の

現

代

に

生

け

る

も

の

を

求

む

：
る

。

*-
•
一

 

亩
汆
1 1

に
苴
る
解
說
序
文 

を
通
じ
て
觀
は
れ
る
編
者
の
惫
圓
は
、
要
す
る

^

、
從
來
兎
爾
、
死
ぜ
る
も
の

.

、
骨
璧
品
と
し
，て
閑
却
せ
ら
れ
勝
ち
で
：ぁ
つ
た
フ
ー
リ
工 

の
體
系
を
現
代
の
脚
光
に
よ
つ
す
新

^

#

檢
討
し
、
そ
の
尙
ほ
生
け
る
も

< 0
'

、
；
生
ぐ
る
ぬ
堪
へ

.

得
る
も
の
を
摘
出
し
、
狹
< 0

現
代
的
意.

義
を
新
に
決
定
す
.る
ど
共
に
、
こ
^
迄
の
：：フ
.
1
:
リH

硏
究
に
於
け
圣

從

來

の

：
硏

究
^
曾
て
.見
ざ
る
新
味
と
新
解
釋
と
を
發
見
す.る
0
茲
に
は
識
後
印
象
深
か
づ
た
事
實
に
就
て
の.灰
述
：べ
る
事
と
す
る
。

編
者
の
言
ふ
»

に
よ
れ
ば
、
フ
|1^

リ
土
0

在
世
當
時
世
人
'
の
麗
を
質
.：っ
.た
幾
多
^

高
速
化
、

# '

漠
の
：利
用
、：：テ
レ
ヴ
ィ
ジ
：，
ン
？
新
種
動
植
物
：の
：創
造
、

，

S

 

'
今
.
0

生
產
及
消
費
紕
舍
の
.異
常
な
る
發
展
设
一

.：

般
に
フ1

リ
エ
に
負
ふ
も
の
.
で
ぁ
、る
こ
^

は
« :

同
組
合
運
：動
の
1

徒
シ
.
ャ
.
ル〗

ル
.
•
ジ

l

t
o ;

髙
言
せ
次所

：：

で
.あ
る
a

:
:
.
ぐ

' 

.

.

.

r
 

 ̂

 ̂

l

y
 

9
 

 ̂

1

〇
.で 

e
n

r
o

l
'〕



r.
ん
マ
ン
v
s
lブ
I
Ky.
共
編『

7
1.
リH

J

著

作

選

集

:
o
l
l 

C
l

u
〇
5

!
〃樣
ん
_
雜
濟
_
織
敗
''
<':阈
際
語
遝
動
、
田
園
に
歸
れ
の
宣
傅
''
*
ー
田
：園

都

市

の

提

唱

の

中

.に
も
-7
1

リ
エ
0

風
想
の
痕
跡
を
見
出
す
事
は 

容
芴
で
^-
る
9
i:
自
办
敎
育
、ateliei ；s-€cole.s, 

6cole 

active, 

jardins 

d

ぎf
a
n
t

等

の

近

代

敎

育

思

想

に

つ

^:
て

も

亦

同

様

で

あ 

.
る

。

ぞ4

创
始
者
ゆ
べ
ス
タ
ロ
ッ
チ

-の)

影
歡
ど
#
に
.フ
ー
、リ

^
の
：感
化
^
受
く
る
2:
-
'お
が
尠
ぐ
な
か
0:
:た
0.
'

.
フ
1
リ
土
は
屢
^，
改
良
由
義
激
と
目
さ
れ
セ
ゐ
る
.0,
<•
'
•シ
ー
ド
、H

u
&
e
r
t

齡

皆

'
0'
-
. B

§
g
l
€

等
の
意
見
が
そ
ぅ
で
あ
る
。
併
し 

'、そ
‘の
.外
見
に
不
撕
、
：
フ
1

リ
ヱ
は
實
1 ^

に
^ '

て
は
寧
ろ
改
良
主
義
蓉
の
5 £
'

反
，對
で
?>

つ
た
。
彼
は
文
明
.の̂

息
的
.、
翻
縫
的
墙
J H

を
好 

,
ぎ
ず
常
.に
社
會
の
金
體
的
、
根
激
變
化
也
漱
私
た
;0
'
.' ^
^ ;

ば
.赕
ぼ
革
氣
象
で
.
が
故
れ
と
い
ふ
に
.、
彼
は
暴
力
を
恐
'怖
し
だ
。
從
て
革 

命
を
マ
ル
グ
ス
的
に
解
す
る
限
り
に
於
で
ぬ
^ ;
1>
:

て
；策
命
.的
で
»:
-
な
が
.つ
た
0
--

彼
ば
人
類
：
(?
>
:
救
濟
塞
且
傳
と
範
例
と
に
_期
待
1>
?

癌

■
ガ
に
求
：̂

か
つ
た
。
.收
が
ユ
‘

』

ピ「

ャ
^
ば
^
所
：鄉
^
茲

に

：あ
：る
。
^

し

电

：ら
十_
ば

規

制

度

：の
：部

分

的

改

良

、
：緩

漫

な

，る

改

善 

會

0:
根
本
的
且
4
款
嫩
&:
绽
镦
觅
を
求
奴
だ
ど
^

^

哝̂
ビ
抵
て
は
狀
然
^
命
的
で
あ
る
i
v>
:ふ
事
^

2
來
る
0

總 

〔

ぜ

^
ぢ

黎

〔

■

鐵

べ

ゼ

比

れ

ば&
ら

ぬ

ラ

鏃

族

が^-
が

ば

何

物

^

軋

變

ば

ら

翁

い

ヶ

こ

れ

ギ

フ

1

 ̂
の
眞
.意
で
あ
る
。
.茲

に

え
1 

リ
エ
と
プ
ル
ー
ド
ン
•ど
.の
本
質
的
瓶
違
が
花
り
、
■茲
.に
又
ブ
ル
.
rド
ン

、に

對

ず

る

フ
.
1リ
.エ
.の
優
位
が
在
石
0
.:
- 

,が
く
て
編
者
.は
其
役
鼠
の
領
域
：た
る
フ
.
1リH
と
.
*

K

ル
.■1ド
ン
と
の
.
.關

係

に

就

て

逑

べ

る
0
'そ
れ
に
よ
：れ
ば
プ
^

富
に
不
拘
、
-，务
ぐ
の
も
の
を
フ
ー
1:
エ
に
A -
‘ふ
て
ゐ
る
、
兩
者
の
中
で
，よ
：り
革
命
的
で
あ
よ
り
少
な
く
空
想
的
，で
あ
り
h
よ
り
豊 

-'
:
-^:
:
览

■̂
<>
ii;
:
•
s
.
酸
^

^
が
tf
v
.
"
w
ふ
迄
.̂
^.
.
cス
v
リ
キ
^
あ
ざ
oへ
®:
®,
^

‘威
い
0'
'ブ
ん
ー
ド
ゾ
«
フ

ー

リ

工

の

社

會

批

：評
^

^

御

%,
-
:掀
_
b;
0

VA
o
唯
フ
ー
リ
エ
以
上
.に
論
理
的
^:
.る
彼
於
之
を
#
理
.し
、
R.
系 

«
化

せ

し

.、に
七
.ぎS

。

.ブ

.ル
ー
ド
ン.の
'無
政
庇
主
義
ゅ
ネ
^

ち
.
.マ

鳥

ク

ル

ン

浐

ルt?

も
亦
フ
l;
-
,9;
s

H..

に
負
ふ
所
が
響
多
い
。
彼
等
に
對
す
る
フ
ー

の
影
響
は
多
ぐ
は

.ぺ
ク

ー

ル
、

ル

ー

喪

_
.イ
->
”
“ン
；
グ

を

通̂
.て
：來

た

も

；の

で

ぁ

る

。

『

共

產

黨

宣

言

』

が

社

會

革

命

の,̂
*
策
と
し
て
揭
て
ゐ
る
所
の『

生
產
要
具
の
增
大
、

'-
般

當

聲

に

^
る
朱
耕
地
：の
.開
墾
、
齡
地
：.の
豉
善
，產
業
軍
隊
の
組
織
、
農
業
勞
働
：と
尤
業
勞
働
と
の
結
合
、
都
市
と
農
^
^

.
’ 0
.
^
.
食

靠

公

共

舞

敎

育

：、
：觉

童

.の
エ
：
場

勞

働

廢

：虫

』

等

：の

要»
は
特
に
_フ
ゝ
？

リ01
^
思
想
で
.ぁ
る
0
#

に
資
本
論
に
於
て
も
亦
フ
.
1 

リ
'エ
近
拟
の
^
想
ノ
^
丨
羞
觸
特
の
用
語
の
-使
用
せ
哀
て
ゐ
る
事
は
少
く
は
な
い
0

-

:

:

:

;

:

の̂
：解«

中
興

.

诛
：あ
名
部
分.

.と
; 1
,

.

て.

特
に
筆
者
の
：注
目
を
惹
い
た
の
は
編
者
が

.

フ.

丨
リH

と
現
ソ
ヴ
ィ

'H

ト
と
の
關
聯
を
指
摘
し
た 

..
部
分

1

洛

ァ
.

〔

ン
：
':
-

:
:-
.

;

.

..;
,

-

'

「

^

 

 ̂

:

■り
一'

,
 

.

」

■

.

:
編
者
の
說
-

よ
れ
仗
、：

先
づ
：ゾ
ヴ
ィ
ト
に
と
：
.つ
そ
も
.、
.
'
.
フ
ー
,ス
严
に
i

^

:

そ
.の
直
次
め
自
的
は
經
濟
的
坐
產
を
增
太
ず
る
：こ
4
で
ぁ
^

^

_
極
目
的
は
萬
人
、の
完
全
な
：る
、_.調
和
ぁ
る
、
而
も
自
由
な
る
發
展 

.■

.の
保
證
で
あ
.る
。
，雨
者
0
基
調
を
な
す
も
.の
.は
社
會
生
義
的
經
營
の
谷
が>
が
の
.文
明
が
.自
ら
造
出
し
乍
ら
之
を
制
卿
し
得
な
い
所
の’
 

尨
大
な
る
生
藤
^
可
能
な
ち
じ
む
る
％
い.ふ

思

想

：
で

ぁ

る

0
此
新
生
產
カ
.ば
フ
>
.
”ラシ
：ス
テ
ー
ル
：に
於
て
は
單
純
な
る
調
和
よ
り
複
合 

:

調

和

，
へ

の

移
f

可
能
.に
す
る
が
如
.く
';
>
.ソ
ヴ
ィ
' 工.
f
で
は
資
本
生
義
秧
序
：よ
嗽
社
會
主.義
秧
序
へ「

、
社
#主

！！

秩

序

よ

り

共

產

主

義

秩

\ 

序
.へ
0
轉

栘

を

可

能

に

す

る

。
，
，
何

れ

.の

場

，合

に

於

て

.も
新
社
會
移
序
は
离
人«>

.を
普
及
せ
&
む
_
.「

/
. 

.
f 

.

.
3 

- '■
;.
 

,
.
'"
''.
: 

'

: 

V 

-
,

，
寺ァ-

M

與
ン
^
テ

: .
1-

ル
は
合
理
的
計
畫
：に
：よ
る
天
規
檄
經
營
、
：

_
淦
業
の
排
列
、
機
械
の
使
用
に
よ
る
人
間
勞
働0輕
減
、
技
術
と 

V

科
擧
と
の
協
力
，
農
業
坐
產
及
エ
業
坐
產
広
於
げ
る
方
法
の
»

“
>即
ち
都
市
と
農
村
と0
差
別
の
_撤
廢
を
必
要
と
し
た
。
ソ
ヴ
ィ

K  

ト
の
現
實
は
如
>;
る
夢
想
^
宠
分
答
：へ
み
.:
0

:
7
:
1
9;

:キ
若
设
存
命
な
ら
ば
、

「

'ソ
ブ
.：ォ
！
絮
及
〒
ル
ホ
ー
ズ
に
於
.て
彼
が
ブ
ァ
ラ
ン
ス
テ 

^
ル
：の
姪
代
的
姿
を
見
出
す
で
あ
ら
ぅ
。
サ1
1:'
;
エ
：ブ
.1
1ズ
ト
ロ
ィ
，
ト
ゥ
取
ダ̂
ヴ
、
S
海
丨
黑
海
の
運
河
、

み
テ
^
ブ
又
は
夕
ィ
ガ

ア
ル
’
マ
ン
•
モ
ー
ブ
ラ
ン
共
編『

フ
1
リ
エ』

著
作
選
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三
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.
ア
ル
マ
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•
モ
1
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ラ
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共
編
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p
v
l
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選
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-

ー

〇

四

(

二 
i〇
四)

.の
上
に
建
設
.さ
れ
た
ウ
ラ
ル
、
シ
べ.リ
ヤ
一
の
大
工
業
は
ア
ー
リ

H

の
念
願
に
昝
'へ
る
。
オ
レ
ン
デ
が
ラ
ポ
 

ー

I

ヤ

地

方

に

實

る

と

い

ふ

.
フ 

?
リ

：
エ'の
豫
言
は
眞
*
で
な
く
て
も
、
寒
氣
抵
坑

g

新
方
法
に
よ
り
*

.ソ
ヴ
ィ
o'
'
.
ト
に
双
げ
る
萄
葡
及
穀
物
栽
培
の
限
界
が
高
ま
つ
た 

事
は
人
の
知
る
所
セ
本
る
デ
極
地
農
業
も
不
可
能
で
は
な
ぐ
な
つ
た
0;
:
.
:
.
:

資
本
制
社
會
に
於
て
は*
技
術
の
.進
歩
が
常
に
勞
働
階
級
の.，隸
屬
を
惡
化
す
る
の.が
常
で
あ
奴
が
，
調
和
社
會
に
於
て
も
ソ
ヴ

：'

ィH 

ト
に
.於
.て
％
、
技
術
的
進
步
：は
彼
等
金
そ
れ
31

:
け
解
放
す
る0

資
本
制
社
會
で
は
勞
働
の
如
何
な
る
自
發
性
も
、
喜
悅
も
熱
意
も
不
可
能 

、で
あ
.る
。

フ
ー
リ
本
が
說
い
た
集
合
的
熱
意
た
る

i
c
o
m
p
o

to'-ite

タ
は
.今
日
ソ
ヴ
ィ
エ
ト• 
口.シ
.ヤ
の
顯
著
な
•る

特

長

の—.
つ

と

な

り
 

又
フ
ー
リ
H
(o=cabaliste
いV

は
同
じ
く
ソ
ヴ
ィ>
ト
.に
於
て
~|
社
會
主
_
競
^̂

て
■ゐ
.る
0
ス
タ
ハ
ス
フ
運
動
は
そ
の
顯
著
な

.る

.表
明
で
あ

.る
、
フ
>
-y:
H
の

ぶ

s
s
g
g 

industriels

ベ

-
c
h
a
m
p
i
o
n
s

 

agricoles

こ 

は
ソ
ヴ
，ィ

H

ト
に
於
て
..は
ウ
ダ
：ル
二
'ク
と
な
り
ス
タ
：C

ノ
フ
.運
動C

鬪
士
と
な
つ
た

o
。
-;
.
-ベ

'

.-
•
努
働
の
組
織
と
同
じ
ぐ

K

化
的
組
織
も
亦
.ソ
.ヴ
ィ
エ
ト
に
於
て
は
ス
ア
ラ
シ
ス
テ
へ1
ル
に
於
け
る
と
均'し
く
、

：
 cabaliste

ご
と 

•
C
I
P
O

ぬ
1
6
?
を̂
其
本
質
的
原
動
カ.と
し
て
ゐ
.る
0
双
方
の
場
合
に
於
て
文
化
は
最
早
や
富
有
な
る

「

選
良」

の
獨
占
物
で
は
な 

い
。
そ
れ
は
'も
は
や
人
間
の
間
に
障
壁
を
設
け
な
い
。
藝
術*-
,ス
ボ
ー
.ツ
*敎
育
は
社
會
の
諸
關
係
を
緊
密
な
ら
し
む
る
に
貢
献
す
る
0 

.科
學
と
技
術
と
は
密
接
に
腐
力
す
る
幕
と
な.る
？

.

. 7 
.

ぺ

フ
ァ
％

ンK

テ
丨
ル
は
婦
人
を
、
：
家
事
，
子
供
，
夫.ベ
.の
：總
ゆ
る
隸
屬
か
ら
解
放
し
、
夫
と
同
等
な
ら
し
む
る
。
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
は
フ 

1

!
が
單
に
夢
想
：レ
て
：ゐ
た
婦
人
の
解
放
的
事
業
を
實
現
し
た
。
—.
九
一
，七
年
の
革
命
前
'に
於
て
は
讀
み
書
き
の
出
來
る
婦
人
は
全 

婦
人
數
の
僅
に
ニ.ハ
1
セ
ン
h
に
す
ぎ
な
か
っ
た•の
に
、
今
日
：に
於
て
は
有
資
お
罾
師
の
半
數
以
上
は
婦
人
と
い
ふ
有
様
で
お
り
又
指 

導
的
地
位
に
ぁ
る
婦
人
も
決
し
て»
く
な
ぃ
。

'

:

.

,

,
.;
:;
:

.然
し
^
ら
ソ
ヴ
ィH

ト
に
於
て
は
か〜

る
フ
ー
リ
ェ
的
夢
想
の
實
現
は
、
勿
論
フ
ー
リ
ェ
が
望
ん
だ
如
き
平
和
的
方
法
に
よ
っ
て
は 

行
は
れ
ず
、
彼
が
恐
怖
し
、
嫌
惡
し
た
暴
力
に.，よ
り
、
流
血
の
革
名
に
よ
つ
て
成
就
さ
れ
た
。
.
フ
1

リ
ェを

：！

ト
ビ
ヤ
ン
た
ら
し
む
る 

も
の
は
、
rr
社
#
に
對
す
る
彼
の
幻
想
で
は
な
く
、_社
會
の
全
面
的
變
化S

且
傅
と
範
例
に
^：
っV

.

可
能
で
あ
る
と
の
彼
の
信
念
に
あ 

る
。
フ
ー
リ
ェ
のユ
ー
ト
ビ
ャ
は
*

革
命
的
な
る
彼
の目
的
と
平
和
的
な
る
彼
の
：手
段
と
の
矛
盾
の中
に
往
る
o
彼
は
そ
の
目
的
に
於 

て
は
取
し
か
つ
た
が
、
そ
の
方
法
を
誤
つ
た
。
フ
ー
リ
ェ
の

H

丨
ト
ビ
ャ
に
對
し
て
正
し
い
も
の
は
、
其
目
的
に
於
て
も
、
其
手
段
に 

於
て
も
革
'命
的
な
る
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
で
あ
る
と
。

以
上
は
解
說
序
文
中
特
に
印
象
的
な
る
部
分
を
其
儘
紹
介
し
た
迄
の
事
で
あ
る
。
說
明
す
る
迄
も
な
く
編
者
が
コ
ム
ミ
ュ
ス
ト
的
見 

地
に
立
っ
て
^
る
事
は
容
易
に
象
取
せ
ら
る
\.
.

で
あ
ら
ぅ
。編
者
が
所
爾
の
歡
否
は
姑
く
措
か
ね
ば
な
，ら
ぬ
：が
、兎
も
角
、曾
て
見
ざ
る
、
 

'撥
刺
た
る
、
暗
示
に富
め
.る
フ
ー
リH

の
新
解
釋
：で
あ
る
こ
と
は
疑
ひ
な
い
。
無
智
の■空
想
家
と
し
て
、今
日
殆
ど
顧
み
ら
る
、
こ
と 

な
き
フ
ー

す
ェ
：は
今̂

に
、
^
解
あ
.
る
編
者
の
^

光
ぞ
浴
び
て
、
#

び
規
«

ん
の
關
心
：の
.前
に
浮
び
上
る
と
と
：と
な
つ
た
0

筆
者
は
久

し
く
フ
I
リ
モ
に
興
味
を
有
っ
も
の
で
あ
各
が
、
本
解
說
に
よ
っ
て
啓
發
せ
ら
れ
し
事
多
く
、

フ
ー
リ
ェ
搏
吟
味
の
必
要
を
1

す
る

.
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.
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.

 

...

も
の
で
あ
る
。
解
釋
並
に
考
諧
の.當
否
は
別
と
し
て
、
本
解
說
が
今
後
の
フ
ー
リ
ェ
：研
究
に
對
し
’て
新
し
き
指
針
と
幾
多
の
示
唆
と
を 

與
ふ
る
も
の
で
办
を
こ
と
は
疑
ひ
な
：
$
。
本
選
集
は
槌
に
フ1
リH

硏
究
にT

大
波
紋
を
投
じ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
筆
者
は
之
に
よ
つ 

て
兎
得
無
味
乾
燥
な
る
フ
ー
リ
ェ
硏
究
が
幾
分
な
衫
と
も
救
は
れ
た
事
を
喜
ぶ
も
の
で
ぁ
る
。
敢
て
紹
介
の
勞
を
と
る
所
以
で
ぁ
る
。

ア
ル
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